
主な内容
・・・・・・・・・・・・ 2-3

・・・・・・ 4-5
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6-7

・・・ 8-9
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10-11

・・・・・・・・ 12-13
・・・・・・ 14-15

・・・・・・・・・・・・・・・・ 16-17
・・・・・・・ 18-19
・・・・ 20-21

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22-25
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26

●昔の写真を読み解き、未来に伝えよう
●石彫シンポジウム／病院市民説明会 ほか
●国勢調査
●社会実験バス運行開始／市民スポーツ大会 ほか
●市長への便り紹介
●ゆずります募集／水なしサミット ほか
●協働のまちづくり情報／地産地消 ほか
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／元気予報 ほか
●まちの話題TOPICS／特産品部会紹介
●お知らせ・ガイド
●ジュニア芸術祭 －松里小学校－

　当間高原リゾートで東京電力自然学校あてま森と水辺の教室ポ
ポラの新拠点「森のホール・水辺のホール」が建築され、9月
18日㈯の開館を前にイベントが行われました。雪とあそぼうの
コーナーでは子どもたちがおおはしゃぎ。手がかじかみながらも
雪に埋まったジュースを掘り出して真夏の涼を楽しんでいました。

　当間高原リゾートで東京電力自然学校あてま森と水辺の教室ポ
ポラの新拠点「森のホール・水辺のホール」が建築され、9月
18日㈯の開館を前にイベントが行われました。雪とあそぼうの
コーナーでは子どもたちがおおはしゃぎ。手がかじかみながらも
雪に埋まったジュースを掘り出して真夏の涼を楽しんでいました。

当間高原リゾートで東京電力自然学校あてま森と水辺の教室ポ当間高原リゾートで東京電力自然学校あてま森と水辺の教室ポ当間高原リゾートで東京電力自然学校あてま森と水辺の教室ポ当間高原リゾートで東京電力自然学校あてま森と水辺の教室ポ

猛暑の中のひゃっこい！雪猛暑の中のひゃっこい！雪猛暑の中のひゃっこい！雪
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まずは説明会に参加してください

◆
寄
託
さ
れ
た
「
山
内
写
真
館
資
料
」

　
山
内
写
真
館
（
本
町
２
）
は
、
中
越

大
震
災
の
被
災
を
経
て
、
平
成
21
年
５

月
に
閉
館
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、

明
治
か
ら
３
代
１
０
０
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
同
写
真
館
が
撮
影
し
た
写
真

フ
ィ
ル
ム
や
ガ
ラ
ス
乾
板
な
ど
の
写
真

資
料
一
括
（
４
万
８
、０
０
０
カ
ッ
ト
）

が
、
情
報
館
へ
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
所

蔵
者
の
山
内
景
行
さ
ん
は
、「
整
理
し

た
う
え
で
、
市
で
末
永
く
保
存
し
、
地

域
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
希

望
し
て
い
ま
す
。

◆
貴
重
な
写
真
資
料
群

　
明
治
・
大
正
・
昭
和
か
ら
平
成
に
か

け
て
撮
影
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
写
真
を
見

る
と
、
地
域
の
移
り
変
わ
り
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
十
日
町
地
域

に
最
も
活
気
の
あ
っ
た
昭
和
30
〜
40
年

代
の
様
子
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
建

物
や
商
店
、様
子
が
変
わ
っ
た
町
並
み
、

生
活
・
習
俗
な
ど
、
当
時
を
過
ご
し
た

人
な
ら
、
だ
れ
も
が
懐
か
し
く
感
じ
る

写
真
で
す
。

　
ま
た
、
写
真
資
料
全
体
と
し
て
見
た

と
き
は
、「
ま
ち
の
歩
み
」
や
「
時
代

の
活
力
」
を
伝
え
る
資
料
群
と
し
て
評

価
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
撮
影
者
が
書
い

た
メ
モ
な
ど
か
ら
、撮
影
年
代
や
場
所
、

出
来
事
を
特
定
で
き
る
写
真
は
、
大
変

貴
重
な
も
の
で
す
。

◆
必
要
と
さ
れ
る
情
報
収
集
作
業

　
と
こ
ろ
が
、
す
べ
て
の
写
真
に
メ
モ

が
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
将
来
に
わ
た
っ
て
活
用
し
、
伝
え

て
い
く
た
め
に
は
、
写
真
一
枚
一
枚
の

撮
影
年
代
や
場
所
、
出
来
事
な
ど
の
情

報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
記
憶
や
体
験

か
ら
掘
り
起
こ
し
て
、
記
録
す
る
こ
と

が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
こ
の
作
業
に

は
、
被
災
し
た
古
文
書
な
ど
の
整
理
実

績
が
あ
る
「
十
日
町
市
古
文
書
整
理
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
情
報
館
が
協
力
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　
地
域
の
歴
史
や
昔
の
写
真
に
興
味
の

あ
る
人
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
情
報

館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。併
せ
て
、

９
月
18
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
説
明
会
」
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

◆
当
面
の
作
業
の
内
容

　
本
年
度
は
、
第
１
期
整
理
と
位
置
づ

け
て
、
所
蔵
者
が
厳
選
し
た
３
、
０
０

０
カ
ッ
ト
の
写
真
を
中
心
に
情
報
を
集

め
、
資
料
カ
ー
ド
に
書
き
込
む
作
業
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
内
容
を
基

に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
情
報
収
集
に
取
り
組
む
写
真
の
主
な

テ
ー
マ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
戦
時
下
の
暮
ら
し

□
市
街
地
雪
景
色
（
昭
和
初
期
�
43
年

　
こ
ろ
）

□
除
雪
風
景
・
雪
解
け
風
景

□
市
内
学
校
の
旧
校
舎
・
学
校
行
事

□
専
門
学
校
・
公
民
館
・
公
共
施
設

□
豪
雪
・
災
害
・
出
来
事

□
著
名
人
来
市

□
商
工
祭
・
諏
訪
ま
つ
り

□
ほ
ん
や
ら
ど
う
・
鳥
追
い
、
節
季
市

□
雪
ま
つ
り
（
雪
像
・
ス
テ
ー
ジ
な
ど
）

□
織
物
会
社
・
生
産
工
程
・
関
連
行
事

□
信
濃
川

　毎月25日号の市報で連載している『昭和

の十日町～山内写真館の世界～』。このたび、

「山内写真館資料」の写真原板48,000カット

の点検・収納作業が完了しました。情報館と

「十日町市古文書整理ボランティア」では、

地域の歩みや暮らしを写した貴重な写真群を

後世に伝え、活用していくために、新たに市

民ボランティアを募集して「写真整理チーム」

を編成。撮影内容の掘り起こしや、記録化作

業に取り組みます。

○期間：９月下旬～23年３月末（第１期）

　※活動日は週１～２回程度

○会場：情報館

○対象：地域の歴史や、昔の写真に興味のある

人

○内容：写真に撮影された内容について記録す

る作業（情報提供・聞き取り・資料カード記

入など。当時の体験がない人でも参加可)、

当時の新聞や関係資料の調査ほか

○報酬：無償での活動となります。

○申込み：９月21日㈫までに、情報館に用意

してある登録申込書に必要事項を記入のう

え、持参・郵送・FAXで申し込んでください。

〈ボランティア登録説明会〉
　ボランティア作業に参加を希望する人は、登

録説明会に参加してください。当面の日程や

作業内容を説明します。

◆日時：９月18日㈯　午後２時～４時

◆会場：情報館　視聴覚ホール 

■申込み・問合せ　情報館　〒948-0072　十日町市西本町2　☎750-5100　FAX 750-5103   

　山内写真館の資料は大量で、内容も行政や市民生活など多岐にわたっていることから、新た

に整理作業に参加してもらえるボランティアを募集します。当時のことを知らない人でも活動

に参加できます。話を聞いたり、新聞や文献を確認したりしながら記録していくことは、当時

の様子を知るチャンスです。先人の歩みを知り、地域の行く末を考えるうえで、新たな発見が

あるかもしれません。

十
日
町
駅
前
で
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
歓
迎
門
を
作
る
人
た
ち

昭和20年ごろの駅通り（写真上）と昭和40年ごろ
の駅通り（写真左）

水月寺が公民館として利用されていたこ
ろ行われた、赤ちゃん大会（昭和23年）

本町通りをキカイゾリで物資運搬する人たち
（昭和30年代）

子守りをする男の子（昭和15年）
■
問
合
せ

：

情
報
館
　
☎
７
５
７

�

５
１
０
０

山
内
写
真
館
資
料　

４
万
８
、０
０
０
カ
ッ
ト

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
写
真
整
理
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
〜

「
昔
の
写
真
」を
読
み
解
き
、未
来
に
伝
え
よ
う

昭和の写真アラカ
ルト

十日町市古文書整理ボランティア

「写真整理チーム」参加者を募集します

2市報とおかまち　平成22年9月10日号市報とおかまち　平成22年9月10日号3



第16回十日町石彫シンポジウム「新十日町病院建設場所検討委員会」の
検討結果報告書などの

市民説明会を開催しました

　
十
日
町
市
の
明
日
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る
た
め
に
、

義
務
教
育
の
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育

を
実
施
す
る
「
十
日
町
市
小
中
一
貫
教

育
基
本
計
画
（
案
）」
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

：

〜
９
月
21
日
㈫

◆
基
本
計
画
（
案
）
の
閲
覧
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
学
校
教
育
課

・
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
本
庁
１
階
）

・
各
地
区
公
民
館
窓
口

◆
意
見
の
提
出
方
法

　
学
校
教
育
課
に
書
面
で
持
参
、郵
送
、

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
学
校
教
育
課

〒
９
４
８

�

８
５
０
１
　
千
歳
町
３

�

３
　
☎
７
５
７

�

３
３
３
６
　

F
A
X

７
５
７

�

１
８
２
４

電
子
メ
ー
ル
　t-e

d
u
-g

a
k
k
o
@

c
ity

.

to
k
a
m

a
c
h
i.lg

.jp

小
中
一
貫
教
育
基
本
計

画
（
案
）
に
対
す
る
意

見
を
募
集
し
ま
す

　
８
月
22
日
㈰
、
午
後
７
時
か
ら
ク
ロ

ス
10
で
「
十
日
町
病
院
等
の
医
療
提
供

体
制
に
関
す
る
検
討
会
（
注
１
）」
の

検
討
結
果
報
告
書
と
「
新
十
日
町
病
院

建
設
場
所
検
討
委
員
会
（
注
２
）」
の

検
討
結
果
報
告
書
に
関
す
る
市
民
説
明

会
を
行
い
、
４
２
０
人
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
市
長
は
、「
医
療
機
能
に

つ
い
て
は
提
言
を
尊
重
し
て
い
き
た

い
」「
新
十
日
町
病
院
の
建
設
場
所
に

つ
い
て
は
現
在
地
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い

う
提
言
を
尊
重
し
た
い
」
と
す
る
考
え

を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
運
営
形
態
に

つ
い
て
は
、
知
事
の
強
い
改
築
条
件
で

あ
る
「
公
設
民
営
」
と
い
う
手
法
を
尊

重
し
て
い
く
こ
と
を
提
示
。
運
営
を
委

ね
る
医
療
機
関
と
し
て
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
実
な
確
保
や
、
提
言
を
受
け
た

医
療
内
容
の
確
実
な
実
現
や
さ
ら
な
る

高
度
医
療
の
実
現
、
そ
し
て
過
度
の
財

政
的
支
援
を
求
め
な
い
な
ど
、
地
域
医

療
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
崇
高
な
意
思

の
あ
る
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
市
民
も
安

心
で
き
る
と
い
う
考
え
を
述
べ
、
市
民

の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
説
明
後
、
会
場
か
ら
「
医
師
の
確
保

に
つ
い
て
」「
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
」「
改
築
時
の
入
院
患
者
な
ど
へ
の

対
応
に
つ
い
て
」「
運
営
形
態
に
つ
い

て
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
県
病
院

局
業
務
課
や
市
長
が
質
問
に
答
え
ま
し

た
。

　
ま
た
、
市
長
の
新
十
日
町
病
院
の
建

設
場
所
を
現
在
地
で
知
事
に
要
望
し
た

い
と
い
う
考
え
に
対
し
て
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
検
討
会
及
び
検
討
委
員
会
に
関
す
る

こ
と
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ＞

医
療
・
保
健
・
福
祉＞

地
域
医
療

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
十
日
町
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制

に
関
す
る
検
討
会
」
検
討
結
果
報
告
書

の
内
容
は
、
平
成
21
年
１
月
25
日
号
市

報
に
掲
載
、「
新
十
日
町
病
院
建
設
場

所
検
討
委
員
会
」
検
討
結
果
報
告
書
の

内
容
は
、
平
成
22
年
８
月
10
日
号
市
報

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
新
十
日
町
病
院
と
松
代

病
院
の
あ
り
方
を
検
討
。
平
成
19

年
10
月
か
ら
平
成
20
年
11
月
の
間

に
７
回
の
検
討
を
行
い
、
平
成
21

年
１
月
に
検
討
結
果
報
告
書
に
よ

り
提
言
を
行
っ
た
。

（
注
２
）
新
十
日
町
病
院
の
建
設

場
所
を
検
討
。
平
成
22
年
４
月
か

ら
７
月
の
間
に
５
回
の
検
討
を
行

い
、
平
成
22
年
７
月
に
検
討
結
果

報
告
書
に
よ
り
提
言
を
行
っ
た
。

■問合せ　地域中核病院建設推進室　☎757-3187市民説明会の会場風景

　７月31日㈯から市総合体育館北側広場で、３人の作家により制作が行われていた第16回石彫シ

ンポジウム（十日町石彫シンポジウム実行委員会主催）は、８月22日㈰に会期を終了、除幕式が

行われました。芸術文化のかおるまちづくりを目指して、平成７年度から取り組まれてきたこの事

業で制作された作品は、今回で74点となりました。魂のこもった力作をぜひ現地でご覧ください。

■問合せ：生涯学習課（中央公民館内）☎757-8918

作品は、ほくほく線十日町駅前市道西中央通り線　歩道に設置されています

第16回十日町石彫シンポジウム

下
川
　
昭
宣
さ
ん

（
東
京
都
世
田

谷
区
・
61
歳
）

「
夏な

つ

ひ

き引
」

「
'10  

二
人
で
な
ら
」

　
元
気
に
飛

び
跳
ね
る
子

ど
も
た
ち
。

こ
の
作
品
は

足
を
蹴
り
上

げ
て
、
互
い

に
寄
り
添
い
、
地
球
と
の
接
点
を
一

つ
に
し
て
い
ま
す
。
物
静
か
な
男
女

の
優
し
い
愛
の
形
を
刻
み
ま
し
た
。

　
ど
っ
し
り
と

し
た
力
強
さ

と
、
優
し
さ
を

併
せ
持
つ
十
日

町
市
の
自
然
を
具
現
化
し
た
作
品
で

す
。
そ
ば
に
来
て
作
品
に
触
れ
て
感
じ

て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
か
わ
い
が
っ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　右手の５本指が大地か

ら出ている、家族愛を表

現した作品です。近づい

て作品の周りを歩いてください。お父さん指

の場所はだれでも入れる場所で、あえて空け

てあります。

「familia」

椎
名
　
良
一
さ
ん

（
千
葉
県
我
孫
子
市
・
60
歳
）

中岡　慎太郎さん

（岐阜県垂井町・53歳）
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10月１日は 国勢調査の日

　
９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
皆
さ
ん

の
お
宅
に
伺
っ
て
、
調
査
票
と
提
出
用

の
封
筒
を
配
布
し
ま
す
。

　
調
査
票
が
届
い
た
ら
、「
調
査
票
の

記
入
の
し
か
た
」
を
よ
く
読
ん
で
、
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
人
を
漏
れ
な
く
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
は
、
住
民

登
録
と
は
関
係
な
く
、
10
月
１
日
現
在

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
を
い

い
ま
す
。

①
既
に
３
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

②
10
月
１
日
の
前
後
を
通
じ
て
３
か
月

　
以
上
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人

　
世
帯
全
員
の
男
女
の
別
、
出
生
の
年

月
、
就
業
状
態
、
通
勤
・
通
学
地
、
住

居
の
種
類
な
ど
20
項
目
で
す
。

　
黒
鉛
筆
で
、
該
当
す
る
項
目
の
下
の

　

印
を
　
印
の
よ
う
に
塗
り
つ
ぶ
し
た

り
、
数
字
を
記
入
し
た
り
し
て
回
答
し

　
分
か
ら
な
い
点
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
調

査
員
に
も
相
談
で
き
ま
す
。

　
電
話
番
号
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　

０
５
７
０
―
０
１
―
２
０
１
０
　

　
　（
一
般
の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　
　
か
ら
利
用
可
）

　
開
設
期
間

：

９
月
11
日
㈯
〜
10
月
31

　
　
日
㈰

　
利
用
時
間

：

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

　
　（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
利
用
可
）

　
記
入
し
た
調
査
票
は
、
10
月
７
日
㈭

ま
で
に
調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

提
出
用
封
筒
に
入
れ
、
封
を
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
郵
送
用

封
筒
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
員
は
、
調
査
票
の
入
っ
た
封
筒
を

開
封
せ
ず
、
封
を
し
た
ま
ま
市
町
村
に

提
出
し
ま
す
。
調
査
の
従
事
者
に
は
、

統
計
法
に
よ
る
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
統
計
法
に
よ
っ
て
、
厳
格
な
個
人
情

報
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
勢

て
く
だ
さ
い
。
集
計
は
機
械
で
行
い
ま

す
の
で
、
調
査
票
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
勢
調
査
は
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月

上
旬
に
か
け
て
、「
国
勢
調
査
員
証
」

を
携
帯
し
た
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問

し
、
直
接
調
査
票
を
配
布
・
回
収
し
ま

す
（
希
望
す
る
場
合
は
郵
送
で
の
提
出

も
で
き
ま
す
）。

　
国
勢
調
査
と
称
し
、
世
帯
の
家
族
構

成
や
会
社
の
従
業
員
の
氏
名
な
ど
を
電

話
で
照
会
す
る
「
か
た
り
調
査
」
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
不
審
な
電
話
に
は
即

答
せ
ず
、
相
手
の
名
前
や
電
話
番
号
を

聞
き
、
国
勢
調
査
実
施
本
部
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
の
統
計
調
査
で
、
調
査
員
が
犬

に
か
ま
れ
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
犬
を
鎖
で
つ

な
ぐ
な
ど
、
事
故
の
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

調
査
員
が
調
査
票
を

持
っ
て
伺
い
ま
す

調
査
票
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い

こ
ん
な
内
容
を
調
査
し
ま
す

調
査
票
は
「
マ
ー
ク
・
数
字

記
入
方
式
」
で
す

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

が
利
用
で
き
ま
す

調
査
票
の
提
出
方
法
を

選
べ
ま
す

調
査
内
容
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す

か
た
り
調
査
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　平成22年国勢調査は、人口減少社会にある日本の未来を描くうえで、欠くことのできな

いデータを得るために実施するものです。子どもから高齢者までみんなが住みよいまちづく

りのために、あなたの調査票が必要です。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

あなたの調査票には
日本の大切な未来がつまっています

Ｑ
　
国
勢
調
査
っ
て
な
に
？

Ａ
　
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
、
国

の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
国

内
の
人
口
や
世
帯
な
ど
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
最
初
に
実
施
さ
れ
た
の
は
、

大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
で
し
た
。

以
後
、
ほ
ぼ
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、

今
回
で
19
回
目
を
迎
え
ま
す
。

Ｑ
　
調
査
員
は
ど
ん
な
人
な
の
？

Ａ
　
調
査
票
を
配
布
・
回
収
す
る
調
査

員
は
、
市
長
の
推
薦
に
基
づ
い
て
総

務
大
臣
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国
家

公
務
員
で
す
。
１
人
当
た
り
約
50
世

帯
を
受
け
持
ち
ま
す
。
世
帯
ご
と
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、
夜
間

に
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
ど
う
し
て
も
答
え
な
け
れ
ば
い
け

　
な
い
の
？

Ａ
　
調
査
票
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た

り
、
正
し
い
回
答
が
さ
れ
な
か
っ
た

り
す
る
と
、
誤
ま
っ
た
統
計
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を

防
ぐ
た
め
、「
統
計
法
」
と
い
う
法

律
で
回
答
の
義
務
を
規
定
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
国
勢
調
査
に
参
加
す

る
こ
と
は
、
国
民
の
義
務
の
一
つ
な

の
で
す
。

Ｑ
　
氏
名
も
登
録
さ
れ
る
の
？

Ａ
　
調
査
票
に
氏
名
を
記
入
す
る
の

は
、
調
査
対
象
と
し
て
だ
れ
が
調
査

さ
れ
た
か
な
ど
を
確
認
し
、
調
査
漏

れ
や
重
複
調
査
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

ま
た
、
も
し
も
記
入
内
容
に
不
備
が

あ
っ
た
と
き
、
照
合
す
る
手
が
か
り

と
す
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
氏
名
の
記
入
は
、
あ

く
ま
で
も
正
確
な
調
査
を
実
施
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
登
録
や
集

計
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の
？

Ａ
　
調
査
を
す
る
人
が
、
調
査
の
結
果

を
他
人
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
を
つ

く
る
目
的
以
外
に
調
査
票
を
使
っ
た

り
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
票
は

外
部
の
人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
厳

重
に
保
管
さ
れ
、
集
計
後
は
す
べ
て

溶
か
し
て
再
生
紙
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

内
容
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
調
査
結
果
は
い
つ
分
か
る
の
？

Ａ
　
人
口
・
世
帯
数
の
速
報
は
、
平
成

23
年
2
月
に
公
表
さ
れ
ま
す
。
そ
の

ほ
か
の
集
計
結
果
も
、
順
次
公
表
さ

れ
ま
す
。
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書

は
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
統
計

担
当
課
や
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
総
務
省
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.s
ta

t.g
o
.jp

/

）

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
　
調
査
結
果
は
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ

　
れ
る
の
？

Ａ
　
例
え
ば
、
都
道
府
県
議
会
や
市
町

村
議
会
の
議
員
の
決
定
、
地
方
交
付

税
交
付
金
の
算
定
基
準
な
ど
に
用
い

ら
れ
た
り
、
都
市
計
画
や
社
会
福
祉

政
策
、
経
済
政
策
、
防
災
計
画
な
ど

を
立
て
た
り
す
る
と
き
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
将
来
人
口
の
予
測
や
人
口
分

析
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
調
査

結
果
が
使
わ
れ
ま
す
。
平
成
22
年
国

勢
調
査
は
、
人
口
減
少
社
会
に
あ
る

日
本
の
未
来
を
描
く
う
え
で
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
デ
ー
タ
を
得
る
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
問
合
せ

　
国
勢
調
査
十
日
町
市
実
施
本
部

　（
総
務
課
行
政
管
理
係
内
）

　
　
　
　
☎
７
５
７
―
３
１
１
１

国
勢
調
査
の
基
礎
知
識

国勢調査2010

Q
&A

国
勢
調
査

Q
&A
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社会実験バスを
９月27日㈪から運行開始します

全国大会出場
おめでとう!!

期　日 大　　会　　名 会　　　場 問　合　せ

10月２日㈯〜３日㈰ ロ・マン24 in まつだい第20回「24時間耐久リレーマラソン」松代クロスカントリーコース、松代グラウンド 松代総合体育館 ☎597-3752

10月３日㈰

相撲競技大会 武道館相撲場 春日　　昇  ☎752-5816

第26回ジュニアバドミントン大会 川西総合体育館 飯塚聖一 ☎090-1421-6920

市民ハイキング 清水峠（南魚沼市） 松岡　東二 ☎757-0950

10月９日㈯ 第16回まつのやま湯鳥駅伝大会・第38回健康マラソン 松之山クロスカントリーコース、松之山グラウンド 松之山公民館 ☎596-2265

10月９日㈯〜10日㈰ 少年野球大会・400歳野球大会 笹山・総合公園・信濃川運動公園野球場 小林　　聡  ☎757-9383

10月10日㈰

フットサル大会 ベルナティオフットサルコート 高橋重成 ☎090-1374-2635

テニス（シングルス）大会 市総合公園 丸山滋 ☎090-2546-5195

第44回パパママバレーボール大会 川西総合体育館 玉村　浩之 ☎757-3114

第46回市民体操競技大会 十日町高校東体育館 滝沢　　広  ☎757-1752

ソフトテニス大会 信濃川運動公園庭球場 櫻澤晋介 ☎090-4126-9037

ソフトボール大会 信濃川運動公園野球場 高沢政弘 ☎090-4833-1512

10月11日
（体育の日）

2010十日町RUN・ランリレーカーニバル 陸上競技場 近藤　俊介 ☎756-2866

宮沢杯・小山杯争奪バスケットボール大会 十日町高校体育館 池田　　実  ☎757-9169

市民スポーツの日卓球大会 川西総合体育館 高橋　博夫 ☎752-6274

第39回郡市柔道大会 武道館柔道場 庭野　富吉 ☎757-2891

市民剣道大会 南中学校武道場 根津　雅之 ☎761-7120

市民空手道大会 市総合体育館 樋口　紀行 ☎757-0151

第６回市長杯争奪ゲートボール大会 水沢運動公園 小海　勝衛 ☎757-6075

第25回中里健康ウォーク兼第14回ミオンウォーク 中里地域内約14㎞コース 中里公民館 ☎763-2493

10月17日㈰ 秋季市民バドミントン大会 市総合体育館 飯塚聖一 ☎090-1421-6920

10月21日㈭〜22日㈮ 第15回川西ソフトバレーボール大会 川西総合体育館、川西中学校体育館 川西公民館 ☎768-2308

第６回 市民スポーツ大会
　10月11日（体育の日）を中心に、市民スポーツ大会が開催されます。さわやかな秋の一日を楽しみましょう！

全国大会出場
おめでとう!!

　８月17日㈫、十日町保健センターで夏季全

国大会出場選手激励壮行会が行われました。出

場選手を紹介します。（敬称略）

◆
第
37
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
（
８
月
20
日
㈮
〜
23
日

㈪
／
鳥
取
県
　
鳥
取
市
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ウ
エ
ス
ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）

高
橋
智
哉
（
川
西
中
）

庭
野
慎
吾
（
中
条
中
）

小
川
ま
ど
か
（
十
日
町
中
）

◆
第
33
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技

大
会
（
８
月
26
日
㈭
〜
30
日
㈪
／
東

京
都
　
辰
巳
国
際
水
泳
場
）

井
之
川
美
優
（
十
日
町
体
力
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木
　
賢
（
津
南
中
等
）

◆
第
78
回
日
本
高
等
学
校
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
（
８
月
17
日
㈫
〜
20
日

㈮
／
沖
縄
県
　
那
覇
市
奥
武
山
水
泳

プ
ー
ル
）

宮
崎
　
緑
（
長
岡
大
手
高
　
吉
田
中

出
身
）

◆
第
40
回
全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権

大
会
（
８
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭
／
鳥

取
県
　
鳥
取
市
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ

ス
ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）

佐
藤
　
崇（
能
生
中
　
吉
田
小
出
身
）

金
井
旺
雅（
能
生
中
　
中
条
小
出
身
）

◆社会実験期間

　９月27日㈪～ 23年３月31日㈭

◆運行車両

　「十日町市社会実験バス」と表示されたジャン

ボタクシー

◆利用方法

全路線共通

○乗車する場合は、停留所で乗車できます。

○降車する場合は、停留所及び運行ルート上の希

望する場所で降車できます。停留所以外で降車

する際は、交通安全上、停車できない場所があ

りますので、あらかじめご了承ください。

当間線、鍬柄沢線、二ツ屋塩ノ又線で事前予約が

必要な集落

　事前予約が必要な集落で乗車を希望する場合

は、乗車希望日の前日までに事前予約が必要です。

◆運賃

○十日町赤倉線は、１回の乗車につき200円です

（中学生以下は無料、障がい者手帳保持者など

は半額）。降車する際、運転手に支払ってくだ

さい。

○十日町赤倉線以外の路線は無料です。

◆その他

　運行時刻やルートなどの詳しい内容は、市ホー

ムページで確認できるほか、市役所本庁、本町分

庁舎、水沢公民館で資料を配布しています。

　交通不便地域における高齢者などの移動手段の確保を図るため、

社会実験バスの運行を９月27日㈪から開始します。買い物や通院、

お出かけなどに、どなたでも気軽に利用してください。

運行路線・運行日など

路　線　名
運行ルート

※（　）内は予約がある際に運行します
運行日 運行便数 運　賃

十 日 町 赤 倉 線
市役所前―病院前―駅東口―田川町―江道猿

倉―津池―赤倉

月曜日 ８便（４往復）

１回200円水曜日 ６便（３往復）

木曜日 ８便（４往復）

当 間 線
水沢公民館―市ノ沢中在家―（中在家上段）―

大石―（大石上段）―当間入口―（当間上段）

火曜日 ６便（３往復）

無　料

水曜日 ４便（２往復）

金曜日 ６便（３往復）

鍬 柄 沢 線
水沢公民館―細尾―天池―池ノ尻―（南雲）―

漆島―野中入口―（池沢）―鍬柄沢入口

火曜日 ６便（３往復）

水曜日 ４便（２往復）

金曜日 ６便（３往復）

真 田 線
鉢バス停前―中手―中平―名ケ山―名ケ山バ

ス停十日町方面口―名ケ山バス停松代方面口

月曜日
４便（２往復）

木曜日

二ツ屋塩ノ又線
二ツ屋バス停前―（船坂）―辰ケ平入口―

塩ノ又

火曜日
４便（２往復）

金曜日

※いずれの路線も祝日及び12月31日㈮〜１月３日㈪は運休します

問合せ　企画政策課企画政策係　☎757-3193

気軽に利
用して

ください
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市
内
で
も
い
く
つ
か
の
学
校
が
、
児

童
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
廃
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
高
齢
者
の
要
介

護
認
定
者
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
希

望
者
は
増
加
し
、
入
所
を
待
っ
て
い
る

人
が
大
勢
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
度
は
入
所
施
設
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
提
案
の
内

容
に
つ
き
ま
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
市

の
公
共
施
設
を
有
効
に
使
う
方
法
を
考

案
す
る
よ
う
担
当
に
指
示
を
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
沿
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
、
効
果
的
か
つ
継
続
的
に

行
わ
れ
る
施
設
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
平
成
21
年
度
よ
り
、
総
務
省

の
財
政
支
援
制
度
を
活
用
し
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
事
業
」
に
着
手
し
て
い
ま

す
。
４
月
１
日
時
点
で
、
都
市
部
か
ら

の
移
住
者
で
あ
る
計
７
人
を
隊
員
と
し

て
配
置
し
て
い
ま
す
。（
７
月
１
日
現

在
は
15
人
）

　
こ
の
事
業
は
平
成
23
年
度
ま
で
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
こ
の

事
業
に
着
手
し
て
１
年
に
満
た
な
い
こ

と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
検
証

が
で
き
て
い
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
市
と
し
て
は
、
将
来
的
に
は
全
隊

員
が
定
住
へ
と
向
か
う
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
各
隊
員
が
定
住
を

判
断
す
る
際
に
は
、
や
は
り
経
済
的
な

自
立
を
最
優
先
に
す
る
も
の
と
思
わ

れ
、
こ
う
し
た
点
が
最
も
高
い
ハ
ー
ド

ル
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
都
市
部
か
ら
縁

あ
っ
て
配
置
さ
れ
た
隊
員
と
集
落
の
皆

さ
ん
が
積
み
重
ね
て
き
た
交
流
の
継
続

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
準
備
や
改
善

す
べ
き
こ
と
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
９
月
10
日
現

在
、
事
業
着
手
か
ら
１
年
経
過
）

　
市
で
は
、
実
質
的
に
は
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
、
単
身
高
齢
者
世
帯
、
高
齢

者
の
み
世
帯
、
高
齢
者
と
児
童
の
み
の

世
帯
な
ど
に
つ
い
て
、
地
元
の
民
生
委

員
の
協
力
を
得
て
「
福
祉
票
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
福
祉
票
」
は
、
緊
急
時
の
対

応
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
申
請
し
た

り
、
受
け
た
り
す
る
た
め
の
も
の
で
、

状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
そ

の
都
度
更
新
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夜
間
や
突
然
の
緊
急
時
の
対

応
と
し
て
は
、
緊
急
通
報
を
受
け
る
シ

ス
テ
ム
を
用
意
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
民
生
委
員
や

福
祉
課
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
従
来
は
、
一
旦
皆
さ
ん
に
タ
ク
シ
ー

料
金
を
支
払
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、

市
役
所
に
交
通
費
助
成
の
申
請
を
し
て

も
ら
う
と
い
う
煩
わ
し
さ
が
あ
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
便
利
に
利
用
で
き
る
制

度
に
す
る
よ
う
、
本
年
度
か
ら
ご
承
知

の
よ
う
に
改
め
た
も
の
で
す
。
せ
っ
か

く
の
制
度
を
よ
り
効
果
的
に
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
改
め
る
も

の
が
あ
れ
ば
見
直
し
を
し
て
い
き
ま

す
。

　
市
内
の
農
林
産
物
は
、
特
に
エ
ノ
キ

タ
ケ
と
ナ
メ
コ
は
全
国
的
に
見
て
も
生

産
量
が
多
く
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
や
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
出
荷
さ

れ
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

十
日
町
市
を
含
む
魚
沼
地
域
は
県
内
で

も
有
数
の
キ
ノ
コ
産
地
で
あ
り
、
行
政

や
生
産
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
「
魚

沼
き
の
こ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
と
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
産
地
間

競
争
は
激
し
く
、
品
質
の
向
上
や
安

全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、

「
十
日
町
産
農
林
産
物
」
を
前
面
に
出

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
力
を
入
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
生
産
さ
れ
る
キ

ノ
コ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
農
協
や
キ
ノ
コ

卸
業
者
を
通
じ
て
各
地
に
出
荷
さ
れ
ま

す
が
、
十
日
町
産
で
あ
る
こ
と
が
一
目

で
分
か
る
よ
う
な
工
夫
も
今
後
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。「
肉
」

に
つ
い
て
は
、「
妻
有
ポ
ー
ク
」
が
有

名
で
す
が
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
需
要
と
供
給
が
堅
調
な

状
況
に
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
提
案

の
と
お
り
、
キ
ノ
コ
を
は
じ
め
と
す
る

農
産
物
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
し
つ
つ
、
今
後
も
情
報
発
信
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
本
年

度
か
ら
部
制
を
導
入
し
ま
し
た
。
複
数

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
平
成
20
年

３
月
に
作
成
し
ま
し
た
。
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
全
市
民
を
対
象
に
住
民
意

識
調
査
を
行
い
、
貴
重
な
ご
意
見
を
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
、
地
域
協
議
会
（
11
地
域
）
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
て
作
成
し
た
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
す
。

　
今
後
は
、
便
り
に
あ
り
ま
し
た
�
住

民
の
声
が
直
接
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ

れ
る
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
な
体
制
づ
く

り
�
を
目
指
し
、
地
域
協
議
会
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
協
議
を
行

い
、
市
民
の
声
が
ま
ち
づ
く
り
に
さ
ら

に
生
か
さ
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
現
状
を
報
告
し
ま
す
。

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に

限
ら
ず
、
各
計
画
策
定
の
委
員
に
つ

い
て
は
、
男
女
問
わ
ず
広
く
一
般
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
求
め
て

い
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ

ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
本
年
度
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
や
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
、
地
中

熱
を
利
用
し
た
床
暖
房
の
設
置
な
ど

に
つ
い
て
温
泉
施
設
や
保
育
園
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

・
古
い
建
物
の
景
観
保
存
や
古
民
家
再

　
当
市
の
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た

め
、
市
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的
な

指
針
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
「
都
市

の
部
署
に
ま
た
が
る
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
十
日
町

産
農
林
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
行
政
・
民
間
・
生
産
者

が
連
携
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　市民の声を市政に反映するため、「市

長への便り」を実施しています。本年度

も市報５月10日号・８月10日号に用紙

を折り込みました。８月31日までに届

いた便りは123通。その中からいくつか

を紹介します。市のホームページにも掲

載しています。

あ
な
た
の
声
を
き
か
せ
て
く
だ
さ
い
　

市
長
へ
の
便
り

生
事
業
に
関
す
る
意
識
改
革
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
た
景
観
形
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
景
観
条

例
の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
Ｊ
Ｒ
十
日
町
駅
前
で
は
、
和
の
雰
囲

気
を
持
た
せ
た
歩
道
空
間
の
整
備
と

し
て
、
色
調
の
統
一
化
を
図
り
、
御

影
石
に
よ
る
石
畳
舗
装
や
歩
道
照
明

な
ど
の
整
備
を
平
成
18
年
度
に
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
駅
通
り
で
は
、

地
元
の
駅
通
り
商
店
街
振
興
組
合
を

中
心
に
和
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

結
成
さ
れ
、
街
並
み
景
観
づ
く
り
な

ど
を
都
市
の
学
生
か
ら
も
参
画
し
て

も
ら
い
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

計
画
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ

　
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
☎
７
５
７

�

３
１
１
２
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廃
校
に
な
っ
た
校
舎
を
老
人
ホ
ー
ム

に
転
用
し
た
ら
ど
う
か

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

　
　
　
　
　
　
　
定
住
促
進
を

市
内
の
産
物
で
市
の
ア
ピ
ー
ル
を

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
に
関
す

る
提
案
、
住
民
の
声
が
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
さ
れ
る
よ
う
に

障
が
い
者
の
た
め
の
交
通
費
助
成
が
タ

ク
シ
ー
券
制
と
な
っ
た
結
果
、
自
己
負

担
が
減
り
、
大
変
助
か
っ
て
い
る

住
民
登
録
上
は
ひ
と
り
世
帯
で
は
な
い

が
、
事
実
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
掲
載
・
緊
急

通
報
の
対
象
に
し
て
ほ
し
い



◆
日
　
時
　
10
月
９
日
㈯
　
開
会
式

：

午
前
８
時
45
分
〜
　
ス
タ
ー
ト

：

午

前
10
時
〜
（
受
付
８
時
〜
）

※
小
雨
決
行
で
す
。
強
雨
の
場
合
は
屋

内
で
講
習
会
な
ど
を
行
い
ま
す

◆
ミ
ニ
ト
ー
ク
（
午
前
９
時
〜
）

　
講
師

：

稲
治
大
介
さ
ん
（
㈳
日
本
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
協
会
ウ
�
ー
キ
ン
グ
ラ

イ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
）

◆
会
　
場
　
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
場

◆
参
加
費
　
大
人
３
０
０
円
、
中
学
生

以
下
２
０
０
円
（
保
険
料
・
千
年
の

湯
割
引
券
含
む
）

◆
コ
ー
ス
　

　
Ａ
　
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス

　
　
　（
初
心
者
向
け

：

約
５
㎞
）

　
Ｂ
　
は
り
き
り
コ
ー
ス

　
　
　（
経
験
者
向
け

：

約
７
㎞
）

　
Ｃ
　
国
体
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス

　
　
　（
選
手
向
け

：

約
10
㎞
）

※
い
ず
れ
も
ゴ
ー
ル
後
く
じ
引
き
あ
り

◆
参
加
資
格
　
健
康
な
状
態
で
参
加
で

き
る
人
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
な

ど
の
同
伴
、
介
助
が
必
要
な
人
は
介

助
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

（
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）。

◆
指
　
導
　
㈳
全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ウ
�
ー
ク
連
盟
公
認
指
導
員

◆
持
ち
物
　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
�
ー
キ

ン
グ
用
ポ
ー
ル
（
１
組
３
０
０
円
で

貸
し
出
し
あ
り
）、
飲
み
物
、
雨
具
、

帽
子
、
歩
き
や
す
い
靴
、
健
康
保
険

証
（
写
）
な
ど

※
ウ
�
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
で
、

持
ち
物
は
リ
�
ッ
ク
サ
ッ
ク
や
ウ
エ

ス
ト
ポ
ー
チ
な
ど
に
入
れ
て
両
手
が

使
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　
10
月
４
日
㈪
ま
で
に
、
吉
田
Ｃ
Ｃ

ネ
ッ
ト
事
務
局
（
吉
田
公
民
館
内
）

☎
７
５
２
―
２
８
７
４

　
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
う
ノ
ル
デ
�
ッ
ク
ウ
�
ー

ク
は
�
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
効
果
が
通
常
の
ウ
�
ー
キ

ン
グ
よ
り
高
く
�
足
腰
へ
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
る

の
で
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
�色
づ
く
秋
の
里
山
で
�

さ
っ
そ
う
と
風
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
�

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２
０
１
０
in
吉
田

　
旧
十
日
町
市
で
実
施
し
て
い
た
﹁
ゆ

ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
を
�

市
内
全
域
で
期
間
を
限
定
し
て
再
開
し

ま
す
�

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

　
物
品
を
譲
り
た
い
人
は
、
市
消
費
者

協
会
に
電
話
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間

：

９
月
24
日
㈮
ま
で
の
平

日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

◆
申
請
事
項

：

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
物
品
の
規
格
、
希
望
価
格
な
ど

◆
物
品
上
限
価
格

：

20
万
円

◆
取
扱
対
象
物
品

：

ス
ポ
ー
ツ
用
品

　（
自
転
車
、ス
キ
ー
な
ど
）、レ
ジ
�
ー

用
品
（
子
ど
も
用
滑
り
台
、
楽
器
、

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
な
ど
）、
乳
幼
児
・

子
ど
も
用
品
（
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
チ
�

イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
）、
介
護
用
品

（
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
な
ど
）、

家
具
（
学
習
机
、
タ
ン
ス
な
ど
）、

家
電
製
品
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対

象
製
品
を
除
く
）

◆
取
り
扱
い
で
き
な
い
物
品

：

家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
対
象
製
品（
エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
）、

長
期
保
存
で
品
質
が
変
化
す
る
も
の

（
動
植
物
、
食
品
、
た
い
肥
な
ど
）、

取
り
扱
い
に
特
別
な
資
格
が
必
要
な

も
の
（
医
薬
品
、農
薬
、灯
油
な
ど
）、

法
律
に
反
す
る
も
の
（
違
法
コ
ピ
ー

用
品
な
ど
）、
修
理
し
な
け
れ
ば
使

用
で
き
な
い
も
の
、
衣
類
・
お
も

ち
ゃ
・
食
器
な
ど
、
そ
の
他
（
貴
金

属
、
金
券
、
車
、
バ
イ
ク
、
農
機
具
、

タ
イ
ヤ
、
パ
ソ
コ
ン
、
布
団
な
ど
）

※
衣
類
・
お
も
ち
ゃ
・
食
器
な
ど
に
つ

い
て
は
、
10
月
31
日
㈰
に
消
費
者
協
会

が
不
用
品
代
理
販
売
会
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
９
月
25
日
号
の
市
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

　
10
月
25
日
号
の
市
報
で
「
ゆ
ず
り
ま

す
」
の
物
品
一
覧
表
を
掲
載
す
る
予
定

で
す
。申
込
み
先
着
順
で
決
定
し
ま
す
。

■
注
意
点

・
提
供
者
、
希
望
者
と
も
に
相
手
に
連

絡
先
を
提
供
す
る
こ
と
に
承
諾
し
て

く
だ
さ
い
。
協
会
が
仲
介
し
ま
す
。

・『
○
○
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
』
の
募

集
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

　
市
消
費
者
協
会
（
市
民
生
活
課
交
通

生
活
係
内
）
☎
７
５
６

�

５
０
１
２

「
第
１
回　

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
」

〝
ゆ
ず
り
ま
す
〞
物
品
募
集

信濃川釣り大会
午前６時～11時

（受付５時30分～、表彰11時30分～）

■集合場所：つまりっ子ひろば
■参加費：１人500円
■釣り場：ほくほく線信濃川鉄橋～妻有大橋の間
■申込み：当日受付

■集合場所：つまりっ子ひろば
■対　象：カヌー経験者（中学生以下は保護者同

伴）
■参加費：１人3,000円（保険・ガイド・回送料）
　　　　　レンタル別料金
■コース：～小千谷市岩沢地内（約12㎞）
■申込み期間：～９月22日㈬（事前申込み必要）

野田知佑さんと信濃川カヌーツーリング
午前９時～11時30分（受付８時30分～）

信濃川のサケを味わってみよう
　今年、信濃川に帰ってきたサケを汁物に料理し
て味わいます。
■時　間：正午～午後１時（無くなり次第終了）

飲食ブース
　焼きそば、ソーセージ、飲み物などの販売
■時　間：午前11時～午後４時

　わたしたちのふるさとの大河、信濃川。流域住民の心の中から遠ざかりつつあった信濃川を、見

て・感じて・楽しみ・親しんでもらいながらその距離を近づけ、これからの信濃川のあるべき姿を

いっしょに考えていきましょう。

10月３日㈰開催
会場：つまりっ子ひろば（妻有大橋右岸たもと）

信濃川 みんなで川ごったく
～来て・見て・遊んで・食べてみよう～

信濃川水なしサミット第₁₂回

●申込み・問合せ　信濃川水なしサミット実行委員会事務局（信濃川・清津川対策室内）☎757-3198

　野田知佑さん（作家・カヌーイスト）と児島玲子さ
ん（タレント・プロ釣り師）をゲストに招き交流会を
行います。事前申込み（９月22日㈬まで）が必要です。
■会　場：つまりっ子ひろば　※雨天時変更あり
■参加費：１人3,000円

「信濃川　みんなで川ごったく」
ウェルカムパーティー

午後６時～８時

前夜祭10月２
日㈯

■対　象：十日町市・津南町の幼児と小・中学生
　　　　　（幼児と小学校低学年は保護者同伴）
■参加費：１人200円
　※観察ガイドブックは１冊400円です
■コース：①水生生物観察コース
　　　　　②植物観察コース
　　　　　③昆虫観察コース
　　　　　④野鳥観察コース
■申込み期間：～９月22日㈬（事前申込み必要）

第９回 水辺の楽校
午前10時～正午（受付９時～）

■集合場所：つまりっ子ひろば
■対　象：初心者（幼児・小学生は保護者同伴）
■参加費：１人500円（保険・ガイド・ボート料）
■定　員：１回20人程度
■コース：～中条下島堤防（約３㎞）
■申込み：当日受付

信濃川体感　ラフティングボート川下り体験＆
セーブ・ザ・リバー川の清掃活動
午前10時～午後３時（１時間に１回程度）

つまりっ子　魚のつかみ取り
午後１時～２時

■対　象：幼児～中学生（幼児は保護者同伴）
■参加費：無料
■申込み：当日受付

た
っ
し
ゃ
で
一
〇
〇 

対
象
事
業
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今
月
か
ら
始
ま
る
、
毎
月
10
日
号
の

新
連
載
『
キ
�
ロ
ロ
発 

十
日
町
市
「
だ

い
じ
ん
が
�
」
み
っ
け
！
』。
こ
れ
か

ら
も
守
り
継
い
で
い
き
た
い
十
日
町
市

の
�
だ
い
じ
ん
が
�
�
を
、
キ
�
ロ
ロ

と
市
民
が
協
働
し
て
見
つ
け
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す（�
だ
い
じ
ん
が
�
�と
は
、

�
大
事
な
も
の
�
と
い
う
意
味
の
市
内

で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
で
す
）。

　
今
回
の
�
だ
い
じ
ん
が
�
�
は
、「
ヨ

コ
ヤ
マ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ミ
キ
リ
」
で
す
。

「
知
ら
な
い
！
そ
ん
な
虫
」
と
声
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
虫
好
き
の
世

界
で
は
と
て
も
有
名
で
、そ
の
珍
し
さ
、

美
し
さ
、
た
く
ま
し
さ
か
ら
だ
れ
も
が

あ
こ
が
れ
る
昆
虫
で
す
。

　
そ
ん
な
珍
し
い
虫
が
十
日
町
市
に
は

広
く
分
布
し
て
い
る
の
で
す
。
と
い
っ

て
も
、
街
中
で
見
つ
け
る
こ
と
は
ま
ず

な
く
、
自
然
豊
か
な
ブ
ナ
の
森
だ
け
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
成
虫
の
模
様
も
ブ

ナ
の
幹
と
そ
っ
く
り
に
擬
態
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ブ
ナ
林
の
生
物
多
様
性
の

シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
す
ご
い
こ
と
に
、
こ
の
ヨ
コ
ヤ
マ
ヒ

ゲ
ナ
ガ
カ
ミ
キ
リ
は
、
な
ん
と
77
年
前

に
松
之
山
地
区
で
新
種
と
し
て
発
見
さ

れ
た
昆
虫
な
の
で
す
。
ブ
ナ
を
シ
ン
ボ

ル
と
す
る
、
十
日
町
市
の
�
だ
い
じ
ん

が
�
�
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

ヨ
コ
ヤ
マ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ミ
キ
リ

　
キ
�
ロ
ロ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
�
だ

い
じ
ん
が
�
�
を
市
民
協
働
で
探
し
集

め
て
、
世
界
に
発
信
し
て
い
く
「
ダ
イ

ジ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
」
を
進
め
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、皆
さ
ん
も
身
近
な�
だ

い
じ
ん
が
�
�
を
見
つ
け
て
、
キ
�
ロ

ロ
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
！

■
問
合
せ
　
キ
ョ
ロ
ロ
　

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

�

８
３
１
１

　カルビタトマトは、カルビタ生産組合が生産する中玉ト

マト（品種は華クイン・華小町）です。果実の色が輝くよ

うな鮮紅色であることが特徴です。さらにカルシウムとビ

タミンＣの含有量が高いことも大きな特徴で、それぞれの

頭文字２文字をとって“カルビタ”と名付けられました。

　出荷時期は、６月中旬から10月下旬までで、７月末か

ら８月中旬に最盛期を迎えます。カルビタトマトは、皮が

薄く、糖度が高いので、食べると濃厚なトマトの果肉と甘

みが口の中に広がります。

〈おいしい食べ方〉

　そのままの甘みを味わってください。サラダ、ピザ、パ

スタ、天ぷらにも合います。

●問合せ　農林課農業企画係　☎757-3120

No.1 カルビタトマト 濃厚な果肉で皮が柔らかく、とっても甘いミディトマト

地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
みなさんが

丹精
込めてつくっています。

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

　
今
月
か
ら
始
ま
る
、
毎
月
10
日
号
の

に
松
之
山
地
区
で
新
種
と
し
て
発
見
さ

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

﹁
だ
い
じ
ん
が
�
﹂
み
�
け
！

協働のまちづくり情報�
おらどこの棚田じまん

教えてください！棚田・やま田のある風景

やまだ

　市内には、「にほんの里100選」に選定された松代・松之山地域をはじめ、各地域に

棚田・やま田が数多くあります。それに魅了され、市外からもカメラマンや観光客が大

勢訪れますが、まだまだ知られていない棚田・やま田が数多くあります。

　そこで、協働のまちづくりモデル事業「十日町市棚田プロジェクト」では、市内全域

の美しい棚田や味のあるやま田を紹介する地図「とおかまち棚田マップ」を手づくりで

作成します。あなただけのとっておきの棚田や、自分だけが知っているやま田の風景を

教えてください。市民みんなでマップを作り上げましょう。

■
募
集
内
容

　
人
に
教
え
て
あ
げ
た
く
な
る
よ
う
な

棚
田
・
や
ま
田
の
風
景
、「
こ
こ
か
ら

見
え
る
棚
田
・
や
ま
田
の
景
色
は
最
高
」

と
思
っ
て
い
る
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

※
自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん

■
公
表
・
活
用

　
皆
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
棚

田
・
や
ま
田
に
撮
影
班
が
出
掛
け
て
写

真
を
撮
影
し
ま
す
。
撮
影
し
た
も
の
を

基
に
「
と
お
か
ま
ち
棚
田
マ
ッ
プ
」
を

手
づ
く
り
で
作
成
し
、
市
内
で
開
催
さ

れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
展
示
し
ま
す
。

■
情
報
提
供
・
問
合
せ

　
10
月
１
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
写
真
を
送
っ
て
も
ら
っ

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ク
ト

委
員
会（
企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
内
）

☎
７
５
７
︱
３
６
９
３
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
２
︱
４
６
３
５
　

電

子

メ

ー

ル

：t-k
ik

a
k
u
@

c
ity

.

tok
a
m

a
c
hi.lg

.jp

市
民
み
ん
な
で
作
る

「
と
お
か
ま
ち
棚
田
マ
ッ
プ
」

慶地の棚田
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呼
吸
を
整
え
精
神
統
一

　
　中
里
地
域
子
ど
も
教
室

い
ろ
ん
な
形
や
色
で
観
察
者
を
惑
わ
せ

ま
す
。
以
前
、
親
せ
き
の
故
高
橋
新
吉

翁
の
庭
に
変
わ
っ
た
ス
ミ
レ
が
咲
く
よ

う
に
な
り
、
ど
こ
か
ら
仕
入
れ
た
の
か

聞
き
ま
し
た
が
知
ら
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
捨
て
難
い
風
情
だ
っ
た
の
で
勝

手
に
「
シ
ン
キ
チ
ス
ミ
レ
」
と
命
名

し
、
も
ら
っ
て
移
植
し
た
ら
毎
年
咲
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
原
色

す
み
れ
』
図
鑑
で
調
べ
る
と
、

「
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
（
花
色
変

わ
り
）」
に
同
じ
写
真
が
あ
り
、

「
…
芯し

ん

が
紫
色
に
見
え
美
し
い
。

各
地
に
群
生
し
て
い
る
所
で
時

に
見
ら
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
て
、

変
化
し
や
す
い
性
質
の
も
の
ら
し
い
で

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ナ
ガ
ハ
シ
ス
ミ

レ
と
い
う
距き
ょ

が
長
く
天
狗
の
鼻
の
よ
う

な
美
し
い
紫
の
花
の
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
文
と
写
真　

高
橋
八
十
八
）

　

雪
消
え
の
早
い
場
所
に
は
、
黄
色
い

花
の
オ
オ
バ
キ
ス
ミ
レ
が
群
生
し
て
咲

き
始
め
ま
す
。
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
大

型
の
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
が
咲
き
、
路
傍

に
は
葵
形
の
葉
の
ア

オ
イ
ス
ミ
レ
が
地
味

な
花
を
ひ
そ
か
に
見

せ
ま
す
。
庭
の
片
隅

や
道
端
に
は
目
立
た

な
い
白
い
小
花
の
ニ

ョ
イ
ス
ミ
レ
が
咲
き
、
田
の
あ
ぜ
が
出

る
と
正
真
正
銘
の
ス
ミ
レ
が
見
事
な
色

彩
と
形
で
本
家
本
元
の
花
を
誇
ら
し
げ

に
咲
か
せ
ま
す
。

　

山
道
で
は
、
オ
オ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

や
、
変
化
の
多
い
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
が

　信濃川の西側、温泉レジャー施設

『ミオンなかさと』を有する宮中集

落。“宮中さつき会”という女性グ

ループが、芸能祭や老人ホームでの

慰問のため、踊りの稽古に励んでい

ます。同会は昭和49年、集落セン

ターが建設されたことをきっかけに

結成。現在は60代から80代の女性７人で活動して

います。８月28日㈯には宮中の秋祭りで「おけさ

踊り」と「ときめきのルンバ」２曲を披露。息の合っ

た踊りで祭りを盛り上げました。「人から楽しんで

もらえ、自分も楽しんでいます。家族の理解があっ

てこそ続けられます」と話すのは、同会まとめ役の

高 橋 秀 さ ん（77

歳）。仲間とのお

茶のみを何よりの

楽しみに活動して

います。

　
８
月
19
日
㈭
、
大
地
の
祭
り
の
ワ
ー

ク
シ
�
ッ
プ
「
マ
ユ
ビ
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
つ
く
ろ
う
！
」
が
繭ま
ゆ

の
家
（
蓬
平
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
繭
の
家
は
、
２
０

０
６
年
の
大
地
の
芸
術
祭
の
作
品
で
、

か
つ
て
養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
集
落
で
養

蚕
を
き
っ
か
け
に
地
域
を
発
信
し
て
い

く
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
で
す
。家
の
中
に
は
、

養
蚕
の
道
具
や
繭
を
使
っ
た
作
品
を
展

示
。
マ
ユ
ビ
ト
は
蓬
平
産
の
繭
を
素
材

に
、
作
家
が
繭
の
家
に
住
む
妖
精
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
集

落
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
一
つ
一
つ
丁

寧
に
手
作
り
し
て
い
る
マ
ユ
ビ
ト
の
置

物
と
マ
グ
ネ
ッ
ト
は
、
芸
術
祭
の
公
式

グ
ッ
ズ
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
�
ッ
プ
で
は
、
普

段
か
ら
マ
ユ
ビ
ト
を
制
作
し
て
い
る
若

井
喜
代
美
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
ス
ト

ラ
ッ
プ
タ
イ
プ
に
挑
戦
。
新
し
い
デ
ザ

イ
ン
の
型
紙
や
黒
い
足
な
ど
、
素
材
も

い
つ
も
と
は
違
う
も
の
が
用
意
さ
れ
ま

し
た
。参
加
者
は
自
分
で
選
ん
だ
繭
に
、

好
き
な
顔
や
文
字
、
足
な
ど
を
自
由
に

組
み
合
わ
せ
、
自
分
だ
け
の
「
マ
ユ
ビ

ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
」を
制
作
。出
来
上
が
っ

た
か
わ
い
い
マ
ユ
ビ
ト
を
見
て
、
自
然

と
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　小屋丸集落の暮らしを描いた映画を

ヨーロッパでの放映に先駆けて世界初

公開します（８月21日㈯に中止となっ

た上映会の日程を変更したものです）。

●日　時：９月22日㈬　午後７時～

●会　場：十日町シネマパラダイス

●入場料：一般1,400円（当日1,700

　円）、60歳以上1,000円、専門・大

　学生1,400円、高校生以下800円

●販売窓口：十日町シネマパラダイス、

　まつだい「農舞台」ほか

●問合せ：観光交流課芸術祭企画係

　　　　　☎757-2637

映画　小屋丸「夏と秋」上映会みんなで踊らねかの なかさと盆踊り
　８月16日㈪、中里ショッピングセンターユー

モールでなかさと盆踊りが行われました。当日

は天候にも恵まれ、地域内外から述べ約300人

が訪れました。やぐらの上での歌い手の皆さん

による「からすおどり」や「ホーカイ節」の生

演奏に合わせ、踊りの輪に一人二人と加わり、

何重もの輪になってたくさんの人が踊りを楽し

みました。中には、大人顔負けのからすおどり

を踊る子どもに、大人が習っている場面も。ま

た、同会場に並んだ商工会女性部や地元有志、

ユーモールによる出店もにぎわい、金魚すくい

やヨーヨーすくいに子どもたちが真剣な顔で挑

んでいました。

　
夏
休
み
期
間
中
、「
中
里
地
域
子
ど

も
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

教
室
は
、
中
里
総
合
ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｏ
―
Ｂ

Ｅ
（
よ
ー
べ
）
と
中
里
公
民
館
が
共
催

で
企
画
。
地
域
に
愛
着
を
持
つ
子
ど
も

の
育
成
を
主
な
目
的
と
し
、
浮
島
や
貴

重
な
動
植
物
の
宝
庫
で
あ
る
重
地
大
池

で
の
生
き
物
観
察
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
８
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬
に
は
、
倉
俣

集
落
の
東
光
寺
の
協
力
の
も
と
、「
座

禅
を
く
も
う
！
〜
お
寺
に
お
泊
り
〜
」

を
実
施
。
朝
・
晩
に
お
経
を
読
む
�
お

勤
め
�
や
座
禅
に
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦

し
ま
し
た
。
翌
日
は
、
清
津
川
フ
レ
ッ

シ
�
パ
ー
ク
を
会
場
に
ク
イ
ズ
で
生
き

物
を
当
て
る
ネ
イ
チ
�
ー
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
清
津
川
支
流
の
稲
荷
川
で
カ
ジ

カ
な
ど
の
魚
を
全
身
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ

て
捕
ま
え
た
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
お
寺
が
暗

く
て
肝
試
し
み
た
い
だ
っ
た
」「
お
勤

め
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
花
火
が
楽
し

か
っ
た
」
と
貴
重
な
経
験
を
う
れ
し
そ

う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
中
里
総
合
ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｏ
―
Ｂ
Ｅ
で

は
、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
な

ど
冬
休
み
の
子
ど
も
教
室
を
計
画
中
で

す
。

完成したマユビト

みんなで楽しく作りました
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スミレ

ス
ミ
レ
の
数
々
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たから
探し
たから
探し

宮中編

マ
ユ
ビ
ト
が
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
変
身



健康支援課成人保健係
TEL757-9764

気持ちがつながる瞬間がうれしい
◯63

問合せ

63

澤野　　仁
　　　　ちゃん

さわの　ひとしちゃん
平成20年11月12日生まれ
上原新町　　　（写真左）

　ゆうお姉ちゃんが大好きなひとしちゃん。おまつり
では、二人で仲良く子どもみこしに参加しました。秋
にはみんなで初めてのディズニーランドに行く予定で、
お姉ちゃんといっしょにとっても楽しみにしています。

９
月
は
「
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」

  

〜
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す
。
た
っ
た
一
つ
の
命
で
す
。
〜

　
市
の
平
成
20
年
の
自
殺
者
数
は

26
人
で
、
県
内
20
市
中
第
１
位
と

高
い
状
況
で
す
。
平
成
17
年
〜
20

年
の
累
計
で
は
、
県
の
統
計
と
同

様
に
、男
性
は
50
代
の
働
き
盛
り
、

女
性
は
80
歳
以
上
の
高
齢
者
に
死

亡
者
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
自
殺
を
図
っ
た
人
は
、
周
囲
に

対
し
て
相
談
が
少
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
周
り
を
見

回
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
力

で
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。

の
気
持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る
家

族
や
友
人
、
上
司
な
ど
の
協
力
を

求
め
、
連
携
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

〈
見
守
り
〉

　
身
体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
に

つ
い
て
自
然
な
雰
囲
気
で
声
が
け

し
、
優
し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見

守
り
ま
し
ょ
う
。
必
要
に
応
じ
て

専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

十
日
町
市
の
自
殺
者
の
状
況

あ
な
た
に
も
で
き
る

自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

〈
気
づ
き
〉

　
家
族
や
仲
間
の
発
言
・
行
動
の

変
化
に
注
意
し
、
こ
こ
ろ
の
悩
み

や
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
気
づ
い

た
ら
、
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

〈
傾
聴
〉

　
悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
で

き
る
限
り
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
共
感

し
た
う
え
で
、
相
手
を
大
切
に
思

う
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ

う
。

〈
つ
な
ぎ
〉

　
こ
こ
ろ
の
病
気
や
社
会
的
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
早
め
に
専
門
家
へ
相
談
に
行

く
よ
う
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
本
人

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
困
っ
た
と
き
や
悩
み
を
抱
え
た

と
き
は
、
相
談
機
関
を
利
用
す
る

な
ど
、
だ
れ
か
に
助
け
を
求
め
る

こ
と
も
自
殺
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
市
で
は
、
精
神
科
医
や
臨
床
心

理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
」を
行
っ
て
い
ま
す（
要
予
約
）。

本
人
で
も
家
族
で
も
相
談
で
き
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
で
、
中
学
３
年
生
の
と
き
に

老
人
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
将
来
介
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
い
、専
門
学
校
で
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
。

今
年
4
月
か
ら
こ
ち
ら
で
働
い
て
い
ま
す
。
夢
が

か
な
い
、
日
々
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
で
意
思
疎
通
が
難
し
く
て
も
、
入
浴
な

ど
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
て
る
よ
う
に
、
タ
オ

ル
を
か
け
て
あ
げ
る
な
ど
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。

話
せ
な
く
て
も
、
気
持
ち
は
私
た
ち
と
同
じ
。
自

分
が
同
じ
状
況
な
ら
ど
う
感
じ
る
か
と
考
え
な
が

ら
介
助
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
入
浴
を
嫌
が

る
人
が
、入
浴
後
「
ま
た
お
願
い
し
た
い
」
と
言
っ

て
く
れ
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
目
標
は
、
利
用
者
か
ら
選
ば
れ
る
職
員
に
な
る

こ
と
で
す
。「
あ
の
人
に
会
え
る
か
ら
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
行
き
た
い
」と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

先
輩
か
ら
多
く
を
学
び
た
い
で
す
。

小野　智司 さん
1990年生

㈳十日町福祉会
ケアセンター三好園しんざ勤務

先月の永井智恵美さんからのバトンタッチ。

　すっかり秋の風物詩となったキルト展が今年

も開催されます。キルトで飾られた街並みを

ゆっくり鑑賞してみませんか。

■キルトサークル作品展示

　・中心市街地商店街（本町通り、駅通り、コ

　　モ通りほか）を中心に106会場

　・入場無料

■キルトコンテスト作品展示

　・和布部門／キナーレ多目的ホール　

　　フリー部門／旧エビスヤ、十交タクシー隣

　・入場無料

■特設展：斉藤謠子パッチワークキルト展

　・キナーレきもの歴史館（午前10時～）

　・入場料700円

第７回きものの街のキルト展

《朝倉澄子講習会》

●日　時：９月23日（秋分の日）

　　　　　午前10時〜／午後２時〜

●会　場：十日町シネマパラダイス

●入場料：2,000円（材料費・飲み物）

●定　員：各回先着15人（事前申込み必要）

　こうきちゃんともゆちゃんは、おまつりが大好き！遊
びに来たいとこのてんまお兄ちゃん（写真左）・ひろとお
兄ちゃん（写真奥）といっしょに俄（にわか）に乗って、「お
いよい！」と元気いっぱいにおまつりを楽しみました。

保坂　虎希ちゃん・萌結ちゃん
ほさか　こうきちゃん（写真右）・もゆちゃん（写真手前）

平成19年11月27日生まれ　宮下町東

〈９月18日㈯〜10月３日㈰〉
午前９時30分〜午後５時
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特産品部会の活動とは?!

十日町市を有名にし隊「ごったく」始動！

市内各地で夏祭り開催

慰霊と世界恒久平和を願い 広島・長崎へ

　市と原水爆禁止十日町市協議会では、８月５日㈭から
７日㈯にかけて、市民代表として南中生徒６人、川西中
生徒４人、松代中生徒２人を含む20人を広島市へ派遣
しました。派遣団は、原爆死没者慰霊式・平和祈念式に
参列。広島市などに義援金を届けたほか、被爆者の体験
談を直接聞くなど、貴重な体験もしてきました。また、
８月８日㈰から10日㈫にかけて、長崎市にも３人を派
遣。９月10日発行の協議会広報紙「十日町市原水協だ
より」に参加者の感想文を掲載しています。

　猛暑の中、市内各地で夏祭りが盛大に開催されました。８月
25日㈬から27日㈮には“十日町おおまつり”が開催され、恒例
の大民謡流しや明石万灯、奉納煙火大会などが行われました。ま
つりのフィナーレを飾る八角みこしの諏訪町入りでは、神社にみ
こしを入れまいとする者と、みこしの担ぎ手が数時間にわたり勇
壮なもみ合いを演じ、見物客の目を楽しませていました。27日
㈮に上野で行われた“Theしちんちまつり”では、津軽三味線奏
者の二代目高橋竹山さんが特別出演し、参加者たちは繊細な三味
線の音色と美しい歌声に酔いしれていました。このほか、大河ド
ラマの紙芝居なども行われ、会場は大いに盛り上がりました。

　

８
月
21
日
㈯
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
主
催
で
、

飯
山
線
沿
線
の
関
係
者
を
招
い
た
新
型
リ

ゾ
ー
ト
ト
レ
イ
ン
「
リ
ゾ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ふ

る
さ
と
」の
試
乗
会（
十
日
町
〜
越
後
川
口
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
車
両
は
、デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で
発
電
し
た
電
気
と
蓄
電

池
を
組
み
合
わ
せ
た
、
環
境
に
や
さ
し
い

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
で
走
行
し
ま

す
。
11
月
の
「
地
そ
ば
ま
つ
り
」
に
合
わ

せ
て
「
十
日
町
そ
ば
ま
つ
り
号
」
と
し
て

長
野
〜
十
日
町
間
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

「
リ
ゾ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ふ
る
さ
と
」
試
乗
会

　「
十
日
町
市
っ
て
何
が
お
い
し
い
で

す
か
」。
観
光
や
仕
事
な
ど
で
十
日
町

市
を
訪
れ
た
人
に
こ
う
聞
か
れ
た
ら
、

皆
さ
ん
は
何
と
答
え
ま
す
か
。
お
米
、

へ
ぎ
そ
ば
、地
酒
は
当
た
り
前
。
で
も
、

こ
の
ほ
か
に
も
一
人
ひ
と
り
が
自
慢
し

た
い
�
十
日
町
市
の
味
�
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
は
、
こ

の
�
十
日
町
市
の
味
�
を
も
っ
と
全
国

に
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　「
ご
っ
た
く
」
で
は
、
自
分
た
ち
の

住
む
町
を
よ
く
知
ろ
う
と
話
し
合
い
を

重
ね
る
中
で
、
無
限
大
の
可
能
性
を
持

「
食
」
か
ら
十
日
町
市
を

発
信
す
る

産
業
フ
ェ
ス
タ
で
初
披
露
！

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
現
在
、
特
産
品
部
会
は
、
今
あ
る
商

品
の
磨
き
上
げ
を
中
心
に
活
動
中
で

す
。
だ
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
商
品

な
の
か
、
何
に
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
て
い

る
商
品
な
の
か
な
ど
を
見
つ
め
直
し
、

同
時
に
商
品
の
魅
力
を
最
大
限
に
伝
え

る
Ｐ
Ｒ
の
手
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
、10
月
23
日
㈯
・

24
日
㈰
、
ク
ロ
ス
10
と
キ
ナ
ー
レ
を
会

場
に
行
わ
れ
る
「
十
日
町
産
業
フ
�
ス

タ
２
０
１
０
」
で
皆
さ
ん
に
初
披
露
し

ま
す
。
当
日
は
試
作
品
を
無
料
で
食
べ

て
も
ら
い
、
十
日
町
市
の
看
板
に
な
る

よ
う
な
特
産
品
を
作
り
出
す
た
め
に
ア

ン
ケ
ー
ト
で
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ「
ご
っ

た
く
」
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

※
10
月
10
日
号
で
は
、
産
業
フ
�
ス
タ

　
で
の
「
ご
っ
た
く
」
の
取
り
組
み
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
問
合
せ

　
ご
っ
た
く
事
務
局

：

ク
ロ
ス
10

　
　
　
　
☎
７
５
７

�

２
３
２
３

　
市
担
当
課

：

産
業
観
光
企
画
課

　
　
　
　
☎
７
５
７

�

３
６
９
１

つ
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
資

源
の
中
か
ら「
十
日
町
市
の
食
や
食
材
」

に
着
目
し
、
こ
れ
ら
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
十
日
町
市
を
有
名
に
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、「
特
産
品
部
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
特
産
品
部
会
の
目
標
は
、「
食
」
の

新
し
い
特
産
品
を
作
り
出
す
こ
と
と
、

今
あ
る
商
品
・
食
材
を
買
っ
て
も
ら
え

る
話
題
の
特
産
品
に
す
る
こ
と
。
そ
し

て
、
作
り
上
げ
た
商
品
か
ら
十
日
町
市

を
、
十
日
町
市
か
ら
作
り
上
げ
た
商
品

を
、
相
互
に
連
想
で
き
る
よ
う
な
正
真

正
銘
の
特
産
品
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

からむしの苗／新潟県の地域資源にも指定されている「か
らむし」。活用の可能性を探っています

あんぼ／米粉を活用した地域の伝統食。『若者にも受け入れて
もらえる商品に』をテーマに研究中です

　市報８月10日号では、「ごったく」の柱の一つであるロケ誘致やロケ隊の支援を行う

「十日町市ロケ応援団」の活動を紹介しました。

　今回は、もう一つの柱である、十日町市に眠る素材を掘り起こして今ある商品の磨き

上げと新たな特産品の開発に取り組む「特産品部会」についてご紹介します。

特産品部会の活動とは?!第３回

おおまつり八角みこし渡御（写真上）と、
しちんちまつりで演奏する高橋竹山さん（写
真右）

｜  十日町市の“うまい”を創り伝える ｜
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※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ

プ
レ
シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム

十
日
町
大
会

　これまでに市内で行われた発掘調査の

成果を基に、博物館の学芸員が十日町市

の歴史を紹介します。

◆時　間　午後１時30分～３時30分

◆受講料　無料　※申込み不要

◆会場・問合せ　博物館　☎757-5531

博物館講座Ⅱ
考古資料からみた十日町市の歴史

期　日・内　容

【第１回】９月18日㈯
　縄文時代①「遺跡の調査からわかる縄
　文人のくらし―前・中期を中心に―」

【第２回】10月２日㈯
　中世「十日町に武士がいたころ―中世
　の人々の暮らし―」

【第３回】10月16日㈯
　縄文時代②「土の器を作り始めたころ
　の十日町―久保寺南遺跡を中心に―」

　
タ
ク
ト
（
十
日
町
市
民
音
楽
協

会
）
と
キ
ナ
ー
レ
の
共
催
で
す
。

秋
の
ひ
と
と
き
に
優
し
い
音
楽
を

ど
う
ぞ
！
●
日
時
＝
９
月
26
日
㈰

正
午
〜
●
入
場
料
＝
無
料
●
出
演

＝
銀
の
笛
ピ
ロ
ロ
、
双
葉
会
、
十

日
町
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

●
会
場
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎

７
５
２
―
０
１
１
７
）

高
山
十
五
夜
ま
つ
り

　
長
寿
犬
猫
の
表
彰
や
警
察
犬
・

災
害
救
助
犬
の
模
範
演
技
、
ポ
ニ

ー
の
乗
馬
な
ど
、
動
物
た
ち
と
ふ

れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
●
日
時

＝
９
月
26
日
㈰
正
午
〜
午
後
３
時

●
会
場
＝
八
色
の
森
公
園
（
南
魚

沼
市
）
※
雨
天
の
場
合
は
室
内
で

長
寿
犬
猫
の
表
彰
の
み
行
い
ま
す

●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
市

民
生
活
課
交
通
生
活
係
（
☎
７
５

７
―
３
７
４
０
）

　
双
子
を
育
て
な
が
ら
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
や
育
児
の
工
夫
な

ど
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。
妊

娠
中
の
人
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
●
日
時
＝
９
月
29
日
㈬
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
●
会
場
＝
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
く
る
る
●
参

加
費
＝
無
料
※
お
子
さ
ん
の
飲
み

物
な
ど
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

南
中
・
下
条
中
・
吉
田
中
・
川
西
中

４
校
合
同
演
奏
会

　
市
内
４
つ
の
中
学
校
が
集
ま
っ

●
日
時
＝
９
月
18
日
㈯
午
後
７
時

〜
●
会
場
＝
高
山
八
幡
宮
境
内
●

内
容
＝
西
小
い
た
ず
ら
太
鼓
、
高

山
婦
人
会
の
踊
り
、
高
山
体
協
の

芝
居
、
カ
ラ
オ
ケ
、
お
楽
し
み
抽

選
会
ほ
か
●
問
合
せ
＝
高
山
地
区

体
育
協
会
・
村
山
（
☎
０
９
０
―

４
７
０
６
―
４
８
５
０
）

　
芸
術
祭
作
品
が
並
ぶ
里
山
を
散

策
し
、
秋
の
味
覚
づ
く
し
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
●
日
時
＝
10
月
２

日
㈯
午
前
８
時
20
分
〜
午
後
３
時

●
集
合
場
所
＝
ほ
く
ほ
く
線
ま
つ

だ
い
駅
●
参
加
費
＝
２
、
５
０
０

円
（
食
事
代
・
保
険
料
込
み
）
●

　
消
防
演
習
に
併
せ
、
応
急
手
当

訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
、
消
火

器
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時

＝
９
月
19
日
㈰
午
前
８
時
〜
11
時

45
分
●
会
場
＝
中
里
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
は
９
時
か
ら
中
里
中
学

校
体
育
館
●
問
合
せ
＝
中
里
支
所

地
域
振
興
課
行
政
・
防
災
係
（
☎

７
６
３
―
２
５
１
１
）

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

in
キ
ナ
ー
レ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
３
局
合
同

ほ
く
ほ
く
Ｆ
Ｍ
ウ
ォ
ー
ク

定
員
＝
先
着
40
人
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
９
月
15
日
㈬
ま
で
に
エ
フ

エ
ム
と
お
か
ま
ち
（
☎
７
５
２
―

７
８
３
０
）

双
子
ち
ゃ
ん
の
親
子
の
つ
ど
い

中
里
方
面
隊
消
防
演
習
・

防
災
訓
練

て
、
楽
し
く
演
奏
し
ま
す
。
●

日
時
＝
９
月
19
日
㈰
午
後
２
時
〜

（
開
場
１
時
30
分
）
●
会
場
＝
市

民
会
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
曲
目

＝
「
龍
馬
伝
」
と
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」

の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
ほ
か
●
ゲ
ス
ト

指
揮
者
＝
池
田
芳
幸
氏
●
問
合
せ

＝
川
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
丸
山

（
☎
７
６
８
―
２
０
６
６
）

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
潟
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
が
滋
賀
レ
イ
ク

ス
タ
ー
ズ
を
迎
え
て
プ
レ
シ
ー
ズ

ン
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。
●
日
時

＝
10
月
３
日
㈰
午
後
２
時
〜
●
会

場
＝
市
総
合
体
育
館
●
入
場
料
＝

高
校
生
以
上
２
、
０
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
、
０
０
０
円
※
当
日
５

さ
い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月

22
日
㈬
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
保

育
園
係
（
☎
７
５
７
―
９
１
６
９
）

県
内
の
特
産
品
が
満
載
！

新
潟
県
人
会
大
交
流
祭

　
東
京
新
潟
県
人
会
の
設
立
百
周

年
を
記
念
し
、
国
内
外
で
活
躍

す
る
県
内
出
身
者
が
中
心
と
な
っ

て
大
交
流
祭
を
開
催
し
ま
す
。
楽

し
さ
い
っ
ぱ
い
の
２
日
間
で
す
の

で
、
家
族
で
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
イ
ベ
ン
ト
日
程
な
ど
詳

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

●
日
時
＝
10
月
３
日
㈰
午
前
６
時

出
発
●
目
的
地
＝
清
水
峠
（
南
魚

沼
市
）
●
参
加
費
＝
３
、
０
０
０

円
●
定
員
＝
先
着
40
人
●
申
込
み

＝
９
月
28
日
㈫
ま
で
に
、
申
込
み

用
紙
を
市
総
合
体
育
館
へ
提
出
●

問
合
せ
＝
十
日
町
市
山
路
野
会
・

松
岡
（
☎
７
５
７
―
０
９
５
０
）

０
０
円
増
し
●
入
場
券
取
扱
い
＝

市
総
合
体
育
館
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ

店
ほ
か
●
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
＝
午
前
９
時
10
分
か
ら
市
内

小
・
中
学
生
の
試
合
を
実
施
●
問

合
せ
＝
十
日
町
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
・
藤
巻
（
農

林
課
内
☎
７
５
７
―
９
９
２
６
）

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

９
月
の
イ
ベ
ン
ト

【
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
大
冒
険
！
秋

の
ハ
イ
キ
ン
グ
】
●
日
時
＝
９
月

20
日
（
敬
老
の
日
）
午
前
８
時
〜

午
後
５
時
●
対
象
＝
幼
児
、
小
・

中
学
生
●
行
き
先
＝
①
渋
川
ス
カ

イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
（
遊
園
地
）
②

伊
香
保
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
（
猿
劇
場

＆
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
）
●
参
加
費

＝
４
、２
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

●
定
員
＝
40
人
【
施
設
25
周
年
特

別
無
料
開
放
】
プ
ー
ル
・
マ
シ
ン

無
料
開
放
や
各
種
体
験
会
を
開
催

し
ま
す
。
無
料
送
迎
バ
ス
も
運
行

し
ま
す
。●
日
時
＝
９
月
23
日（
秋

分
の
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体

力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７

５
８
―
３
３
４
３
）

第
95
回
記
念

二
科
展
新
潟
巡
回
展

第
11
回
ひ
ま
わ
り
会
展

　
油
彩
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
な
ど
、

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

●
会
期
＝
９
月
15
日
㈬
〜
25
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
日

曜
日
・
祝
日
は
５
時
ま
で
、
25
日

は
３
時
ま
で
）
※
21
日
㈫
は
休
館

●
会
場
＝
情
報
館
●
問
合
せ
＝
原

（
☎
７
５
７
―
３
０
３
７
）

　
絵
画
や
彫
刻
約
２
０
０
点
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
・
津

南
町
か
ら
は
７
人
が
出
品
。
中
央

公
民
館
・
星
と
森
の
詩
美
術
館
で

招
待
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
（
通

常
の
入
場
料
は
一
般
８
０
０
円
）。

●
会
期
＝
10
月
９
日
㈯
〜
17
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
17
日
は

３
時
ま
で
）
●
会
場
＝
県
民
会

館
（
新
潟
市
）
●
問
合
せ
＝
藤
巻

（
☎
０
９
０
―
４
６
７
３
―
５
８

３
４
）

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

n
e
x

t1
0
0
.n

iig
a
ta

k
e
n

jin
k
a
i.

o
r.jp

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
●

期
日
＝
９
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
●

会
場
＝
朱
鷺
メ
ッ
セ
（
新
潟
市
）

●
入
場
料
＝
無
料
●
内
容
＝
大
物

産
展
、
オ
ペ
ラ
「
夕
鶴
」
の
公
演
、

芸
能
大
会
な
ど
●
問
合
せ
＝
新
潟

県
人
会
大
交
流
祭
運
営
委
員
会
事

務
局
（
県
広
報
広
聴
課
内
☎
０
２

５
―
２
８
０
―
５
０
１
３
）

●
期
間
＝
10
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮

18
日
㈪
・
19
日
㈫
（
４
日
間
）
●

会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
対

象
＝
55
歳
以
上
の
人
●
受
講
料
＝

無
料
●
定
員
＝
20
人
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
９
月
30
日
㈭
ま
で
に
㈳

十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
会

タ
ー
（
☎
７
５
８
―
４
８
０
９
）

　
駐
日
イ
ン
ド
大
使
夫
人
の
油
彩

画
・
水
彩
画
・
彫
刻
約
40
点
を
展

池
田
記
念
美
術
館
（
南
魚
沼
市
）

ム
リ
ナ
ー
リ
ニ
・
シ
ン
絵
画
展

　プラネタリウム運営委員会では、「星

空観察会」を行います。当日は東の空

に木星が昇ってきていて、月明かりで

見えにくいこともありますが、アンド

ロメダ大星雲が観察できるかもしれま

せん。ぜひ足を運んでみてください。

●日　時：９月18日㈯ 午後７時30分～

※雨天や曇り空で星の観察ができない

　場合は中止します

●会　場：なかさと清津スキー場

●参加費：無料

●問合せ：中里公民館　☎763-2493

中里ドームき☆ら・ら

星空観察会
― 望遠鏡で９月の星空を　
　　のぞいてみませんか ―

広告掲載 広告掲載
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▼
「
今
年
の
夏
と
か
け
て
、
読
む
気
が
し

な
い
本
と
説
く
。
そ
の
心
は
、
ど
ち
ら
も

す
ご
く
あ
つ
い
」。
ラ
ジ
オ
で
流
れ
て
い

た
な
ぞ
か
け
で
す
。

▼
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
午
後
、
三
好
園
し

ん
ざ
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
折
し
も
お

お
ま
つ
り
の
日
、
町
内
の
み
こ
し
が
玄
関

前
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ

ん
が
出
迎
え
て
、
声
高
ら
か
に
「
お
い
よ

い
」
を
連
呼
。
ど
の
人
の
顔
に
も
、
う
れ

し
そ
う
な
表
情
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

▼
こ
の
日
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
職
員
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し

た
。「
話
が
で
き
な
く
て
も
、
抱
く
気
持

ち
は
私
た
ち
と
同
じ
」。
ま
だ
若
い
な
が

ら
、
思
い
や
る
心
で

お
年
寄
り
と
向
き
合

う
姿
が
輝
い
て
い
ま

し
た
。

秋の全国交通安全運動

▼
例
年
に
比
べ
て
残
暑
が
厳
し
い
今
年
の

夏
で
す
が
、
盆
踊
り
に
秋
祭
り
、
花
火
大

会
…
夏
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
区
切
り
つ
い
た

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は

た
く
さ
ん
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き

た
（
石
）
で
す
。
本
誌
17
ペ
ー
ジ
掲
載
の

な
か
さ
と
盆
踊
り
で
は
、
出
店
で
生
ビ
ー

ル
係
を
し
つ
つ
、
随
分
と
久
し
ぶ
り
の
盆

踊
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。
記
事
中
、
小
学

生
に
「
か
ら
す
踊
り
」
を
習
っ
て
い
た
の

は
、ほ
か
の
だ
れ
で
も
な
い
（
石
）
で
す
。

中
学
校
の
体
育
祭
で
は
簡
単
に
踊
れ
て
い

た
は
ず
な
の
で
す
が
、
足
さ
ば
き
と
手
が

一
致
せ
ず
、
違
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
手
拍
子

を
し
た
こ
と
数
回
で
し
た
。
お
祭
り
な
ど

が
終
わ
る
と
ホ
ッ
と
気
が
抜
け
て
、
夏
の

間
に
た
ま
っ
た
疲
れ
が
ど
っ
と
出
る
よ
う

で
す
。
お
疲
れ
の
と
き
は
ゆ
っ
く
り
の
ん

び
り
休
ん
で
、
新

し
い
季
節
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

(ひ) (石)

十
日
町
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
助
産
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
】

助
産
師
が
妊
婦
健
診
と
保
健
相
談

を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
毎
週
水

曜
日
午
後
２
時
〜
（
病
院
の
休
業

を
除
く
）
※
１
人
30
分
程
度
で
完

全
予
約
制
●
対
象
＝
正
常
経
過
の

妊
婦
●
受
診
料
＝
４
、
５
０
０
円

　10月１日㈮から、市の

指定金融機関が北越銀行か

ら第四銀行に変わります。

●問合せ　会計課出納係

　　　　　☎757-3708

指定金融機関を
変更します

地域 物　　　件 間 取 り 家賃（月） 募集
戸数

川
西

みのり団地
（世帯用）

平成11年度建築
木造高床３階建

６帖３室、
LDK

50,000円 １戸

松
　
代

善宗塚住宅
（世帯用）

昭和52年度建築
簡易耐火造３階建

６帖１室、
4.5帖２室、DK

12,000円〜
17,900円

１戸

ハイツちとせ
（世帯用）

平成14年度建築
木造高床３階建

８帖１室、
６帖１室、LDK

50,000円 １戸

松
之
山

湯山団地
（世帯用）

平成10年度建築
木造高床３階建

８帖１室、
６帖２室、DK

50,000円 １戸

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
＝
９
月
13
日
㈪
〜
27

日
㈪
※
申
込
み
条
件
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
建
築

住
宅
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
３
５
）

　『「
絆
」
〜
震
災
か
ら
の
復
興
、

感
謝
の
気
持
ち
を
踊
り
に
込
め
て

〜
』
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
伝
統
的

な
祭
り
が
集
結
し
ま
す
。
●
期
日

＝
９
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
●
会
場

＝
メ
ー
ン
会
場

：

新
潟
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
、
サ
ブ
会
場

：

新
潟

ふ
る
さ
と
村
●
入
場
料
＝
無
料
●

問
合
せ
＝
県
交
流
企
画
課
（
☎
０

２
５
―
２
８
０
―
５
１
２
５
）

日
本
の
祭
り
・
ふ
る
さ
と

新
潟
２
０
１
０

市
役
所
で
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
導
入
作
業
が
始
ま
り
ま
す

　
市
役
所
本
庁
１
階
で
、
新
し
い

文
書
整
理
方
式
の
導
入
作
業
が
始

ま
り
ま
す
。
期
間
中
は
棚
類
の
入

れ
替
え
な
ど
の
作
業
や
集
団
研
修

が
断
続
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
来
庁

す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
●
期
間
＝
９

月
中
旬
〜
12
月
下
旬
（
予
定
）
●

対
象
部
署
＝
福
祉
課
・
市
民
生
活

課
・
子
育
て
支
援
課
・
健
康
支
援

課
・
地
域
中
核
病
院
建
設
推
進
室
・

会
計
課
・
監
査
委
員
事
務
局
・
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
●
問
合
せ

＝
総
務
課
市
役
所
改
革
推
進
係

（
☎
７
５
７
―
９
９
１
３
）

示
し
ま
す
。
●
会
期
＝
９
月
12
日

㈰
〜
28
日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）
※

毎
週
水
曜
日
休
館
、
19
日
㈰
午
後

臨
時
休
館
●
入
館
料
＝
一
般
５
０

０
円
、高
校
生
以
下
無
料
●
会
場
・

問
合
せ
＝
池
田
記
念
美
術
館
（
☎

０
２
５
―
７
８
０
―
４
０
８
０
）

寄付ありがとう ８月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金へ＝丸山秀二（稲葉）

丸山浩（稲葉）市村太一（伊達４）富井正

宏（如来寺）富井政春（干溝）佐藤哲郎（馬

場２）大島正充（芋川新田）西野正光（島）

池田和幸（四日町新田２）山田良一（四日

町新田３）山口利春（仁田）相馬博（木落）

関口悦夫（宮下町東）大熊勝（四日町中原）

河西敬之（神奈川県平塚市）保坂正和（神

奈川県平塚市）西山宗也（神奈川県平塚市）

桑原和幸（神奈川県秦野市）村山登（神奈

川県三浦市）保坂英治（埼玉県草加市）

　今春成人式。川治小OB

●情報館へ＝関口文生（本町１下）籾山旭太（池

谷）庭野勇吉（高田町３西）丸山浩（稲葉）

星野元一（下条下山）丸山儀一（本町6-3）

五十嵐東（新潟市）山本文子（愛知県名古

屋市）ＮPO法人信越トレイルクラブ（飯山市）

●博物館へ＝福原健一（新座３）宮沢春子（小

黒沢）柳茂（南鐙坂）

　
10
月
上
旬
ま
で
の
約
１
か
月

間
、
栗
拾
い
を
楽
し
め
ま
す
。
拾

黒
沢
観
光
栗
園
オ
ー
プ
ン

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
を

実
施
し
ま
す

　
国
土
交
通
省
で
は
、
９
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
、
自
動
車
の
使
わ

れ
方
や
道
路
の
状
況
な
ど
を
調
べ

る
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調

査
「
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
」
を
実

９
月
11
日
は

「
け
い
さ
つ
相
談
の
日
」

　
県
警
で
は
、
警
察
本
部
や
各
警

察
署
に
相
談
室
を
設
け
、
事
件
事

故
の
ほ
か
、
困
り
ご
と
や
悩
み
事

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
●
け
い

●実施日：10月30日、11月27日、12月25日、

　１月22日、２月26日、３月26日の各土曜日

●会　場：市役所本庁市長室または応接室

●対象者：原則として市内に住所または勤務地・所在

地がある個人及び団体（10人以内）

●申込み方法：氏名、年齢、住所、電話番号、市長と

話し合いたい内容などを明記のうえ、事前に申し込

んでください。受付は先着順です。

●申込み期限：開催日の３日前

●対話時間：午前９時～11時（１組50分以内）

●出席者：市長ほか関係職員など

●その他：内容は市政に関するものに限ります。市長

公務の都合などにより、実施できない場合がありま

す。内容により、対談によらず電話対応や文書回答

することがあります。

●申込み・問合せ：企画政策課広報広聴係 

　☎757-3112

サタデー市長室（後期）のお知らせ

（
受
診
票
使
用
可
）【
母
乳
育
児
相

談
室
を
開
い
て
い
ま
す
】
助
産
師

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
●
日
時
＝

毎
週
木
曜
日
午
後
３
時
〜
（
病
院

の
休
業
日
を
除
く
）
※
１
人
30
分

程
度
で
完
全
予
約
制
、
電
話
予
約

可
●
対
象
＝
育
児
や
授
乳
に
不
安

の
あ
る
人
●
受
診
料
＝
２
、
０
０

０
円
【
眼
科
休
診
の
お
知
ら
せ
】

９
月
24
日
㈮
、
眼
科
が
休
診
と
な

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
十
日

町
病
院
（
☎
７
５
７
―
５
５
６
６
）

施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
お
む
ね

５
年
に
一
度
の
割
合
で
実
施
し
て

い
る
全
国
的
な
規
模
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
、
調
査
結
果
は
将
来
の

道
路
計
画
や
都
市
計
画
な
ど
を
策

定
す
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な

り
ま
す
。
調
査
は
、
全
国
の
自
動

車
所
有
者
の
中
か
ら
無
作
為
に
選

定
さ
れ
た
人
の
家
庭
に
調
査
員
が

訪
問
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ

＝
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

長
岡
国
道
事
務
所
調
査
課
（
☎
０

２
５
８
―
36
―
４
５
５
１
）

っ
た
栗
は
１
㎏
６
０
０
円
で
持
ち

帰
り
で
き
ま
す
。
●
開
園
時
間
＝

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
●
入
場
料

＝
大
人
３
０
０
円
、
小
人
１
０
０

円
●
問
合
せ
＝
黒
沢
観
光
栗
園
管

理
者
・
宮
沢
（
☎
７
５
８
―
２
５

６
５
）ま
た
は
マ
ロ
ン
ハ
ウ
ス（
☎

７
５
２
―
２
８
２
４
）

さ
つ
相
談
室
（
警
察
本
部
）
＝
▼

＃
９
１
１
０
ま
た
は
☎
０
２
５
―

２
８
３
―
９
１
１
０
▼
女
性
被
害

１
１
０
番
☎
０
２
５
―
２
８
１
―

７
８
９
０
●
十
日
町
警
察
署
相
談

室
＝
☎
７
５
２
―
０
１
１
０

◎高齢者の交通事故防止

　高齢の歩行者や自転車利用者を見かけたら、減速や一時停止など思いやりのある運転を心がけま

しょう。高齢者の皆さんは、見通しの良い場所で左右の安全を十分に確認し、車が通り過ぎてから横

断しましょう。シニアカーを運転する際は、交通ルールとマナーを守りましょう。

◎夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止

　歩行者は、外出するときは目立つ服装をし、夜光反射材を活用しましょう。運転者は、早めにライ

トをつけ、歩行者の早期発見に努めましょう。自転車利用者は、夕暮れ前にライトをつけ、反射器材

を自転車に取り付けましょう。

◎すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　すべての座席でシートベルトを着用する義務があります。車に乗ったらすぐ着用する習慣をつけま

しょう。チャイルドシートの使用は親の愛です。大切な子どもの命を守りましょう。

◎飲酒運転の根絶

　飲酒運転は重大な犯罪です。「飲んだら乗らない　乗るなら飲まない」をみんなで徹底しましょう。

◎農耕車の事故に注意

　トラクターや耕うん機など農耕車の事故が多発しています。安全確認を徹底し、特に夕暮れ時には

十分注意しましょう。

秋の全国交通安全運動９月21日㈫〜30日㈭
夕暮れに　命を照らす　早めのライト
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グ
ル
グ
ル
ち
ゃ
ん

長澤　朋
とも

枝
え

さん（３年）

　大きなグルグルちゃんを想像して
かきました。いろいろな色を使って
くふうしてかくことができました。
よかったです。

学
校
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
う
ま
く
で

き
た
と
こ
ろ
は
手
で
す
。
苗
を
に

ぎ
っ
て
見
え
る
よ
う
に
気
を
つ
け

て
彫
り
ま
し
た
。

髙
橋
　
順
じ
�
ん

平ぺ
い

さ
ん
（
５
年
）

田植えをする自分

家
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
彫
り
ま
し
た
。
米

粒
が
見
え
る
よ
う
に
稲
の
穂
を
て

い
ね
い
に
彫
り
ま
し
た
。
う
ま
く

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
怜れ
い

さ
ん
（
６
年
）がんばった稲刈り

　
が
ん
ば
れ
白
組

村山　丈
じょう

さん（１年）
　うんどうかいで玉入れをしているところをかきました。白組が負けてしまったけど、いっぱい玉が入ってうれしかったです。

　
い
ろ
い
ろ
な
ヘ
ビ

髙橋　真
ま

夕
ゆ

さん（４年）

　いろいろな太さの線で大きなヘビ
や小さなヘビをかきました。カラフ
ルな色づかいで楽しい感じにかけた
と思います。

　
が
ん
ば
っ
た
た
い
こ

福原　玲
り

空
く

さん（２年）

　ぼくはたいこを
ならっています。

うんどうかいで地
区のみなさんの前

で発表しました。
とてもドキドキし

ました。そのときが
んばった姿です。

■ 人　口  60,272人（－12）  男  29,453人（－16）  女  30,819人（＋４）
■ 世帯数  20,068世帯（＋２） ８月末現在（　）は前月からの増減市民の動き
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